
平成３０年１１月１３日 
 

国立大学における国際共同利用・共同研究拠点の認定について 

 
 
１．国際共同利用・共同研究拠点制度の概要 
  平成３０年度から、大学に附置される研究施設のうち、国際的な研究活動の中核とし

ての機能を備え、学術研究の発展に特に資するものは、学校教育法施行規則第１４３条

の３の規定に基づき、「国際共同利用・共同研究拠点」として文部科学大臣の認定を受け

ることができることになりました。 
    認定を受けた拠点は、研究人材や研究設備、ネットワークなど、国際的に卓越した研

究資源を活用し、一大学の枠を超えた国際的な共同利用・共同研究体制の中核として、

我が国の研究力向上に貢献することが期待されます。 
 
２．審査等経過 
   拠点認定に関する公募は、本年５月１日から６月２９日まで行い、２０大学から４１

件の申請がありました。これに対し、文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会研究

環境基盤部会共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点に関する作業部

会（主査：稲永忍長崎県公立大学法人理事長、以下「作業部会」という。）において審査

が行われ、１０月１９日に認定候補として、以下の４大学の６拠点が選定されました。 

大学名 施設名 拠点名 

東北大学 金属材料研究所 材料科学国際共同利用・共同研究拠点 

東京大学 

宇宙線研究所 宇宙線国際研究拠点 

医科学研究所 
基礎・応用医科学の推進と先端医療の実現を

目指した医科学国際共同研究拠点 

京都大学 

化学研究所 
化学関連分野の深化・連携を基軸とする先

端・学際グローバル研究拠点 

数理解析研究所 数学・数理科学の国際共同研究拠点 

大阪大学 核物理研究センター 国際サブアトミック科学研究拠点 

 平成３０年度に新たに創設をした国際共同利用・共同研究拠点について、６拠点の認

定を行いましたので、お知らせいたします。 

資料２ 
科学技術・学術審議会 学術分科会 

研究環境基盤部会（第 101 回）Ｈ30.11.30 
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【これまでの審議経過】 
 平成３０年５月１日～６月２９日 公募期間 
      ７月２日～８月 ６日 作業部会の専門委員会で書面審査 
          ８月９日～９月 ７日 作業部会で書面審査 
       ９月２７日       作業部会でヒアリング対象絞り込み 
     １０月１１日・１９日   作業部会でヒアリング審査 
                 認定候補決定 
 

※文部科学省幹部職員の事案等に関する調査・検討チームによる「公募型事業の選定

プロセスに関する調査について（第２次報告）」において、本事業には指摘はあり

ませんでした。 
 

３．文部科学大臣による認定 
  認定候補について、「国際共同利用・共同研究拠点」として必要な要件を充たしている

ことが確認できたため、平成３０年１１月１３日付けで認定しました。各拠点の認定理

由は、以下のとおりです。 
 
大学名 施設名 拠点名 
東北大学 金属材料研究所 材料科学国際共同利用・共同研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準等に照らし、材料科学分野における国際的に中核的な

研究施設として活動しており、量子エネルギー材料科学国際研究センター等、世界的にも

貴重な大型施設を活かし、海外の研究者との共同研究も活発に行われており、海外の研究

者コミュニテイからの期待も高く、今後、国際的な共同利用・共同研究の拠点としての活

動や発展性が特に高いと見込まれることによる。 
 
大学名 施設名 拠点名 
東京大学 宇宙線研究所 宇宙線国際研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準、卓越した研究者の在籍状況等に照らし、宇宙線物理

学分野における国際的に中核的な研究施設として活動しており、スーパーカミオカンデ

等、世界的にも貴重な大型施設を活かし、海外の研究者との共同研究も活発に行われてお

り、海外の研究者コミュニテイからの期待も高く、今後、国際的な共同利用・共同研究の

拠点としての活動や発展性が特に高いと見込まれることによる。 
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大学名 施設名 拠点名 

東京大学 医科学研究所 
基礎・応用医科学の推進と先端医療の実現

を目指した医科学国際共同研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準等に照らし、最先端の医科学研究の中核的な研究施設

として活動しており、保有するスーパーコンピュータ等の大型施設や海外拠点を活かし、

海外の研究者との共同研究も活発に行われており、今後、国際的な共同利用・共同研究の

拠点としての活動や発展性が特に高いと見込まれることによる。 
 
大学名 施設名 拠点名 

京都大学 化学研究所 
化学関連分野の深化・連携を基軸とする先

端・学際グローバル研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準等に照らし、化学分野における国際的に中核的な研究

施設として活動しており、保有する世界最高水準の分析機器や貴重なデータベース等を活

かし、海外の研究者との共同研究も活発に行われており、今後、国際的な共同利用・共同

研究の拠点としての活動や発展性が特に高いと見込まれることによる。 
 
大学名 施設名 拠点名 
京都大学 数理解析研究所 数学・数理科学の国際共同研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準、卓越する研究者の在籍状況等に照らし、数学・数理

科学分野における国際的に中核的な研究施設として活動しており、国際的な賞の受賞経験

を持つ研究者のネットワークを活かし、海外の研究者との共同研究も活発に行われてお

り、今後、国際的な共同利用・共同研究の拠点としての活動や発展性が特に高いと見込ま

れることによる。 
 
大学名 施設名 拠点名 
大阪大学 核物理研究センター 国際サブアトミック科学研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準、卓越する研究者の在籍状況等に照らし、原子核、素

粒子、宇宙線及び宇宙物理分野における国際的に中核的な研究施設として活動しており、

保有する加速器等の大型装置を活かし、海外の研究者との共同研究も活発に行われてお

り、海外の研究者コミュニテイからの期待も高く、今後、国際的な共同利用・共同研究の

拠点としての活動や発展性が特に高いと見込まれることによる。 

 

＜担当課長＞ 

研究振興局学術機関課 課長：西井 知紀（内線 4290） 

＜問い合わせ先＞  

          課長補佐：早田 清宏（内線 4293） 

           専門職：萩原 雅行（内線 4296） 

            電話：03－5253－4111（代表） 
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ル
タ
ヤ
山

宇
宙
物
理
研
究
所
【
ボ

リ
ビ
ア
・
ラ
パ
ス
】

★

柏
キ
ャ
ン
パ
ス

宇
宙
線
研
究
所

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

【
岐
阜
県
飛
騨
市
】

K
A
G
R
A

【
岐
阜
県
飛
騨
市
】

宇
宙
線
研
究
所
は
、

SK
や

KA
GR

A､
CT

Aな
ど
の
観
測
拠
点
を
有
し
て
お
り
、
宇
宙
線

物
理
学
に
お
け
る
世
界
の
中
核
研
究
機
関
で
あ
る
が
、
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
国
際
共
同

研
究
を
推
進
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
受
け
入
れ
て
い
る
海
外
研
究
者
へ
の
研

究
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
最
先
端
の
研
究
を
で
き
る
場
を
活
か
し
、
国
際
的
に
主
導
的
な
役
割
を
担
う
、

次
世
代
の
研
究
者
の
育
成
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

研
究
者
数
：

66
人
（
平
成

30
年

5月
1日
現
在
）

推
進
し
て
い
る
主
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
て
国
際
共
同
研
究
で
あ
る
。

参
加
研
究
者
（
う
ち
外
国
人
）
；
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
（

SK
）

16
5人
（

72
人
）
、

KA
GR

A 
28

8人
（

79
人
）
、

TA
 1

30
人
（

51
人
）
、

CT
A 

14
00
人
（

9割
外
国
人
）
、

チ
ベ
ッ
ト
実
験

84
人
（

47
人
）

こ
の
う
ち

SK
で
の
研
究
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
賞
の
受
賞
に
繋

が
っ
た
。
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東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
基
礎
・
応
用
医
科
学
の
推
進
と
先
端
医
療
の
実
現
を
目
指
し
た
医
科
学
国
際
共
同
研
究
拠
点

拠
点
長
の

顔
写
真

拠
点
長
：
村
上
善
則

研
究
分
野
：

研
究
所
の
概
要

当
該
研
究
所
の
現
状
分
析

機
能
強
化
を
図
る
取
組

機
能
強
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

研
究
者
数
：

実
績
：

医
科
学
研
究
所
は
、
欧
米
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
に
い
た
る

ま
で
、
多
く
の
海
外
拠
点
で
、
実
効
的
な
国
際
共
同
研
究
を
展
開
し

て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
真
の
国
際
共
同
研
究
に
は
、
海
外
の
研
究
者
が
医
科

学
研
究
所
を
訪
問
し
、
研
究
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
高
度
な
国
際
的
研
究
環
境
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

常
駐
者
が
配
置
さ
れ
た
海
外
拠
点
を
世
界
各
国
に
展
開
し
、

ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
学
術
誌
に
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る

な
ど
、
世
界
レ
ベ
ル
の
国
際
共
同
研
究
実
績
を
誇
る
。

16
9人
（
平
成

30
年

5月
1日
現
在
）

感
染
症
、
免
疫
、
癌
、
ゲ
ノ
ム
、
再
生
医
療
、
疾
患
モ
デ

ル
、
神
経
・
筋
疾
患
、
遺
伝
子
・
細
胞
治
療
、
橋
渡
し
研

究
な
ど
、
多
様
な
医
科
学
研
究
分
野

・
海
外
研
究
者
招
聘
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。

・
医
科
学
研
究
所
の
国
際
共
同
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
国
内
共
同

研
究
課
題
と
の
融
合
を
図
る
。

・
若
手
研
究
者
の
国
際
共
同
研
究
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
。

・
新
規
国
際
共
同
研
究
拠
点
を
開
拓
す
る
。

•
多
様
な
医
科
学
研
究
領
域
に
お
い
て
、
多
数
の
国
際
共
同
研
究
の
受

入
れ
が
実
現
す
る
。

•
国
際
共
同
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
国
内
共
同
研
究
課
題
と
の
融
合

を
通
じ
、
日
本
の
医
科
学
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
国
際
化
に
効
率

的
に
貢
献
で
き
る
。

○
医
科
学
研
究
所
の
強
み
で
あ
る
、
常
駐
者
が
配
置
さ
れ
た
海
外
拠
点
で
の
国
際
共
同
研
究
の
実
績
を
活
か
し
、
海
外
の

研
究
者
を
招
聘
す
る
な
ど
、
医
科
学
研
究
所
に
国
際
共
同
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
国

内
の
共
同
研
究
課
題
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
化
に
貢
献
す
る
。

医
科
学
研
究
所

附
属
病
院

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
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京
都
大
学
化
学
研
究
所

化
学
関
連
分
野
の
深
化
・
連
携
を
基
軸
と
す
る
先
端
・
学
際
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
拠
点

拠
点

長
：
辻

井
敬

亘

研
究

分
野

：

研
究

所
の

概
要

当
該

研
究

所
の

現
状

分
析

研
究

者
数

：

実
績

：

化
学

研
究

所
が

、
今

後
も

国
内

外
の

学
術

研
究

機
関

の
ハ

ブ
と

し
て

機
能

す
る

た
め

に
は

、
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

密
度

を
高

め
て

多
機

関
連

携
・
異

分
野

融
合

に
基

づ
く

ハ
ブ

機
能

を
強

化
し

、
さ

ら
に

、
将

来
を

見
据

え
て

、
当

研
究

所
独

自
の

若
手

研
究

者
国

際
派

遣
受

入
事

業
を

充
実

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

現
行

の
共

同
利

用
・
共

同
研

究
拠

点
事

業
に

お
い

て
、

採
択

課
題

の
約

2
0
%
を

国
際

共
同

研
究

枠
と

し
て

推
進

。
な

か
で

も
、

台
湾

と
の

二
国

間
国

際
共

同
研

究
が

台
湾

・
イ

ギ
リ

ス
・
フ

ラ
ン

ス
・

ド
イ

ツ
の

多
国

間
連

携
（
J
S
P

S
C

o
re

-
to

-
C

o
re

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

へ
発

展
。

学
術

交
流

協
定

（
M

O
U

,
締

結
実

績
2
2
ヵ

国
7
0
件

）
を

基
盤

に
、

M
O

U
連

携
ウ

ィ
ー

ク
を

開
催

（
平

成
2
8
年

3
月

）
。

9
8
人

（
平

成
3
0
年

5
月

1
日

現
在

）

化
学

関
連

分
野

（
有

機
化

学
、

無
機

化
学

、
物

理
学

、
生

物
学

、
情

報
学

）

機
能

強
化

に
よ

り
期

待
さ

れ
る

効
果

•
化

学
関

連
分

野
の

深
化

、
国

際
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

（
学

問
的

波
及

効
果

）
。

•
新

産
業

創
成

に
資

す
る

学
際

分
野

の
開

拓
、

先
端

研
究

に
関

す
る

社
会

啓
発

（
社

会
的

波
及

効
果

）
。

•
国

際
的

視
野

を
併

せ
持

つ
若

手
研

究
者

育
成

（
教

育
研

究
活

動
改

善
効

果
）
。

国
際
共
同
研
究
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究

京
都

大
学

化
学

研
究

所

国
内

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

国
際

ハ
ブ

機
能

海
外

研
究

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

多
機

関
連

携
・
異

分
野

融
合

○
国

際
共

同
利

用
・
共

同
研

究
の

一
層

の
促

進
、

国
際

学
術

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
、

国
際

的
視

野
を

も
つ

若
手

研
究

者
の

育
成

と

い
っ

た
取

組
を

通
じ

て
、

国
際

的
ハ

ブ
機

能
を

活
用

し
た

化
学

を
中

心
と

す
る

研
究

分
野

の
深

化
と

国
際

境
界

学
術

分
野

の
新

規
開

拓
に

取
り

組
む

体
制

を
構

築
す

る
。

機
能

強
化

を
図

る
取

組

•
国

際
共

同
利

用
・
共

同
研

究
枠

を
採

択
数

の
5
0
%
程

度
ま

で
拡

大
す

る
。

（
う

ち
若

手
国

際
共

同
利

用
・
共

同
研

究
枠

1
0
件

程
度

）

•
若

手
研

究
者

国
際

派
遣

受
入

事
業

の
支

援
を

充
実

す
る

。

•
国

際
ハ

ブ
環

境
充

実
の

た
め

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・
研

究
会

を
開

催
す

る
。

•
先

端
国

際
協

力
開

拓
委

員
会

、
In

te
rn

at
io

n
al

 A
d
vi

so
ry

 B
o
ar

d
を

設
置

す
る

。

•
先

端
機

器
・
設

備
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
国

内
外

研
究

者
へ

提
供

す
る

。

多
目

的
高

機
能

N
M

R
群

高
機

能
電

子
顕

微
鏡

群
ゲ

ノ
ム

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

K
E
G

G
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•
「
訪
問
滞
在
型
研
究
」
を
実
現
す
る
。

•
共
同
研
究
の
国
際
公
募
化
に
よ
る
拠
点
事
業
の
充

実
を
図
る
。

•
若
手
研
究
者
を
中
心
に
全
国
の
研
究
者
に
対
す
る

国
際
共
同
研
究
の
支
援
を
強
化
す
る
。

•
拠
点
事
業
の
国
際
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
。

研
究
分
野
：
数
学
お
よ
び
数
理
科
学

研
究
者
数
：

44
人
（
平
成

30
年

5月
1日
現
在
）

京
都
大
学
数
理
解
析
研
究
所
数
学
・
数
理
科
学
の
国
際
共
同
研
究
拠
点

拠
点
長
：
山
田
道
夫

研
究
所
の
概
要

当
該
研
究
所
の
現
状
分
析

機
能
強
化
を
図
る
取
組

機
能
強
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

数
理
解
析
研
究
所
は
、
数
学
・
数
理
科
学
研
究
に
お

け
る
基
盤
的
研
究
所
の
一
つ
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
我
が
国
全
体
の
数
学
・
数
理
科

学
分
野
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
優

れ
た
研
究
者
の
長
期
滞
在
を
核
と
し
て
多
く
の
国
際
共

同
研
究
の
機
会
を
提
供
す
る
「
訪
問
滞
在
型
研
究
」
を

実
現
し
、
若
手
研
究
者
育
成
や
国
際
共
同
研
究
等
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
訪
問
滞
在
型
研
究
を
中
心
と
す
る
拠
点
事
業
に
よ
り
、

多
様
な
分
野
の
研
究
者
の
参
加
を
通
じ
た
学
際
研

究
の
推
進
、
国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
。

•
滞
在
研
究
を
行
う
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
者
と
の

議
論
を
通
じ
た
次
世
代
研
究
者
の
育
成
。

•
数
学
・
数
理
科
学
分
野
の
国
際
的
な
研
究
動
向
の

把
握
と
拠
点
活
動
へ
の
反
映
。

○
数
学
・
数
理
科
学
の
総
合
的
分
野
に
お
い
て
、
世
界
の
優
れ
た
研
究
者
の
長
期
滞
在
を
核
と
し
て
多
く
の
国
際
共
同
研
究
の
機
会

を
提
供
す
る
訪
問
滞
在
型
研
究
拠
点
の
実
現
を
通
し
て
、
国
際
共
同
研
究
を
牽
引
す
る
機
能
の
強
化
を
図
り
、
我
が
国
の
数
学
・
数

理
科
学
分
野
の
研
究
力
強
化
を
目
指
す
。

Fi
el

ds
 M

ed
al

*
受
賞
者

G
au

ss
 P

riz
e*
、
京
都
賞
受
賞
者

Ch
er

n
M

ed
al

A
w

ar
d*

 、
京
都
賞

受
賞
者

廣
中
平
祐
（

19
70
）

森
重
文
（

19
90
）

伊
藤
清
（

20
06

,1
99

8）

柏
原
正
樹
（
共
に

20
18
）

*T
he

 p
ho

to
s o

f t
he

 m
ed

al
s a

re
 co

py
rig

ht
ed

 b
y 

th
e 

IM
U.

数
学
・
数
理
科
学
、
特
に
数
論
幾
何
・
代
数
幾

何
学
・
代
数
解
析
学
・
確
率
解
析
学
・
数
値
解

析
学
な
ど
を
中
心
に
新
し
い
数
学
理
論
を
創

造
し
、
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
・
ガ
ウ
ス
賞
・
チ
ャ
ー
ン

賞
・
京
都
賞
な
ど
多
数
の
国
際
賞
を
受
賞
。
共

同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
多
く
の
共
同

研
究
を
実
施
。
毎
年
、
国
内
外
か
ら
多
数
の

研
究
者
が
来
訪
。

実
績
：
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大
阪
大
学

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
サ
ブ
ア
ト
ミ
ッ
ク
科
学
研
究
拠
点

拠
点
長
：
中
野
貴
志

研
究
分
野
：
原
子
核
、
素
粒
子
、
宇
宙
線
及
び
宇
宙
物
理
に
関
連
す
る

実
験
と
理
論
及
び
そ
の
応
用

研
究
者
数
：
3
7
名
（
平
成
3
0
年
5
月
1
日
現
在
）

実
績
：

研
究
所
の
概
要

当
該
研
究
所
の
現
状
分
析

機
能
強
化
を
図
る
取
組

機
能
強
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
原
子
核
・
ハ
ド
ロ
ン
物
理
を
始
め
と
す
る
基

礎
研
究
及
び
ミ
ュ
ー
オ
ン
や
短
寿
命
R
Iを
用
い
た
異
分
野
融
合
研
究
を
推

進
す
る
国
際
的
に
開
か
れ
た
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
今
後
も
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
成
果
を
創
出
し
続
け
る
た
め
に
は
、

•
国
際
的
な
学
術
情
勢
の
分
析
を
反
映
し
た
運
営

•
国
際
的
な
機
関
連
携
に
よ
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

•
国
際
的
な
役
割
分
担
に
よ
る
最
先
端
設
備
・
装
置
の
高
度
化

•
産
学
共
創
の
国
際
展
開
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

•
拠
点
の
運
営
委
員
会
に
外
国
人
委
員
を
加
え
る
と
と
も
に
、
国
際
外
部
諮
問

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
運
営
を
国
際
化
す
る
。

•
次
世
代
の
二
重
ベ
ー
タ
崩
壊
実
験
や
J
-
P
A
R
C
で
の
ハ
ド
ロ
ン
施
設
増
強
等

の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
海
外
の
研
究
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
推
進
す
る
。

•
外
国
人
研
究
者
に
対
す
る
支
援
機
能
強
化
の
た
め
国
際
共
同
利
用
・
共
同

研
究
支
援
室
を
設
置
し
、
国
際
連
携
に
よ
る
T
ra
c
ki
n
g
G
e
検
出
装
置
開
発

や
連
続
ミ
ュ
ー
オ
ン
ビ
ー
ム
施
設
M
u
S
IC
の
高
度
化
を
進
め
る
。

•
核
医
学
分
野
で
産
学
共
創
を
北
米
で
実
施
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
国
立
加
速

器
研
究
所
T
R
IU
M
F
に
分
室
を
設
置
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
推
進
し
て

い
る
産
学
共
創
を
国
際
展
開
す
る
。

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
な
学
術

動
向
を
反
映
し
た
機
動
的
な
拠
点
運
営

•
国
内
連
携
で
実
施
さ
れ
て
い
る
規
模
の
1
0
倍
以
上
の

規
模
の
国
際
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
・
実
施

•
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
の
実
施
を

通
じ
た
最
先
端
研
究
基
盤
の
強
化

•
短
寿
命
R
Iを
用
い
た
ア
ル
フ
ァ
線
核
医
学
治
療
の
早

期
社
会
実
装
、
ソ
フ
ト
エ
ラ
ー
評
価
技
術
の
国
際
標

準
化
、
知
財
運
用
に
よ
る
財
務
強
化

○
サ
ブ
ア
ト
ミ
ッ
ク
科
学
の
国
際
的
な
拠
点
と
し
て
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
的
成
果
を
生
み
出
し
続
け
る
た
め
に
、
海
外
の
研
究

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
大
型
先
端
設
備
の
開
発
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
異
分
野
融
合
研
究
の
推
進
、
産
学
共
創
の

国
際
展
開
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
研
究
者
に
対
す
る
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

連
続
ミ
ュ
ー
オ

ン
ビ
ー
ム
施
設

世
界
最
高
品
質
の
量
子
ビ
ー
ム
を
共
同
利
用
・
共
同
研
究
に
供
し
、

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
施
設
で
の
精
密
核
物
理
研
究
、
S
P
ri
n
g-
8
及
び
J
-

P
A
R
C
に
お
け
る
ハ
ド
ロ
ン
物
理
学
研
究
を
牽
引
。

日
本
で
唯
一
、
世
界
で
も
３
ヶ
所
の
連
続
ミ
ュ
ー
オ
ン
ビ
ー
ム
施
設

を
整
備
し
、
異
分
野
融
合
研
究
を
推
進
。

医
理
連
携
に
よ
る
ア
ル
フ
ァ
線
核
医
学
治
療
の
開
発
を
推
進
。
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学校教育法施行規則（関連部分） 

 

（平成二十年七月三十一日一部改正（平成二十年文部科学省令第二十二号） 

（平成二十一年八月二十日一部改正（平成二十一年文部科学省令第三十号） 

（平成三十年五月一日一部改正（平成三十年文部科学省令第十八号）） 

 

第百四十三条の三 大学には、学校教育法第九十六条の規定により大学に附置される

研究施設として、大学の教員その他の者で当該研究施設の目的たる研究と同一の分

野の研究に従事する者に利用させるものを置くことができる。 

２ 前項の研究施設のうち学術研究の発展に特に資するものは、共同利用・共同研究拠

点として文部科学大臣の認定を受けることができる。 

３ 第一項の研究施設のうち学術研究の発展に特に資するものであって国際的な研究

活動の中核としての機能を備えたものは、国際共同利用・共同研究拠点として文部科

学大臣の認定を受けることができる。 

４ 第二項の認定と前項の認定は、重ねて受けることができない。 

 

別紙２ 
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共同利用・共同研究拠点及び国際共同利用・共同研究拠点に関する作業部会  

委員名簿 

平成３０年５月現在 

〔委員〕 

稲永 忍   長崎県公立大学法人理事長 

小長谷 有紀  国立民族学博物館 超域・フィールド科学研究部 教授 

〔臨時委員〕 

    井本 敬二  自然科学研究機構理事・副機構長 

生理学研究所長 

    小林 良彰  慶應義塾大学法学部教授 

    竹山 春子  早稲田大学理工学術院教授 

 松沢 哲郎  京都大学高等研究院特別教授 

横山 広美  東京大学国際高等研究所 

カブリ数物連携宇宙研究機構 教授 

〔専門委員〕 

    荒川 哲男  大阪市立大学理事長兼学長 

      井上 邦雄  東北大学ニュートリノ科学研究センター教授 

      加藤 昌子   北海道大学大学院理学研究院教授 

      塩見 美喜子 東京大学大学院理学系研究科教授 

      八田 英二  学校法人同志社総長・理事長 

    観山 正見  広島大学特任教授 

      村上 泉   自然科学研究機構核融合科学研究所教授 

      龍 有二    北九州市立大学国際環境工学部長 

別紙３ 
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国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
制
度
の
創
設

平
成
3
0
年
度
予
算
額
：
4
億
円
（
新
規
）

背
景
・
目
的

○
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
は
、
我
が
国
に
お
け
る
当
該
研
究
分
野
の
中
核
的
研
究
拠
点
で
あ
り
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の
研
究
を
推
進
し
、
当
該
分
野
の
研
究
の

発
展
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
拠
点
や
当
該
分
野
の
国
際
的
な
連
携
・
協
力
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
拠
点
も
少
な
く
な
い
。

○
一
方
、
我
が
国
の
科
学
技
術
・
学
術
分
野
に
お
い
て
は
、
近
年
、
論
文
数
の
伸
び
が
停
滞
し
、
国
際
的
な
シ
ェ
ア
・
順
位
は
大
幅
に
低
下
。
主
要
国
に
お
い
て
は
、

論
文
数
の
う
ち
の
国
際
共
著
率
を
増
加
さ
せ
全
体
の
論
文
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
共
著
率
の
伸
び
も
停
滞
し
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
国
際
的
に
も
有
用
か
つ
質
の
高
い
研
究
資
源
等
を
最
大
限
活
用
し
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
行
う
拠
点
を
「
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研

究
拠
点
」
と
し
て
認
定
し
、
重
点
支
援
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
基
礎
科
学
力
を
強
化
さ
せ
る
。

■
国
際
的
に
科
学
論
文
数
や
国
際
共
著
論
文
数
が
伸
び
て
い
る
が
、
我
が
国
の
伸
び
は
鈍
い

出
典
：
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
ス
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
い
て
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
作
成

20
03
年

20
15
年

■
T
o
p
1
0
%
補
正
論
文
数
に
お
け
る
2
国
間
・
多
国
間

共
著
論
文
数
の
伸
び
が
他
国
と
比
較
し
て
、
我
が
国
は

あ
ま
り
大
幅
な
増
が
見
ら
れ
な
い
。

■
過
去
1
5
年
間
の
傾
向
で
は
、
海
外
か
ら
の
研
究
者
の
受
け
入
れ

数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
（
中
長
期
：
1
カ
月
（
3
0
日
）
を
超
え
る
期
間
）

出
典
：
「
国
際
研
究
交
流
状
況
調
査
」
（
平
成
29
年
5月
、
文
部
科
学
省
）

中
長
期
的
な
海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
者
数
・
海
外
か
ら
の
研
究
者
受
入
れ

数
の
推
移

海
外
へ
の
研
究
者
の

派
遣
者
数
（
中
長
期
）

海
外
か
ら
の
研
究
者
の

受
入
れ
者
数
（
中
長
期
）

概
要

○
文
部
科
学
大
臣
認
定
制
度
で
あ
る
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
制
度
に
「
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
設
。
国
際
的
に
有
用

か
つ
質
の
高
い
研
究
資
源
等
を
活
か
し
て
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
実
施
す
る
研
究
拠
点
を
「
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
と
し
て
認
定
。

○
認
定
数
：
6
拠
点
（
予
定
）

○
支
援
規
模
：
0
.6
億
円
程
度
／
拠
点
（
年
間
）
※
分
野
・
規
模
に
応
じ
て
調
整
を
検
討

○
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
費
（
滞
在
費
・
旅
費
）
、

外
国
人
研
究
者
支
援
の
た
め
の
職
員
人
件
費
、
共
同
研
究
費
、
設
備
費
、
世
界
的
な
中
核
拠
点
に
求
め
ら
れ
る
若
手
研
究
者
育
成
費
（
研
究
費
、
人
件
費
）
等

各
国
間
で
の
共
著
関
係
の
構
造
変
化

注
：
国
間
の
線
は
、
当
該
国
を
含
む
国
際
共
著
論
文
数
を
示
し
て
お
り
、
線
の
太
さ
は
国
際
共
著
論
文
数
の
多
さ

を
示
し
て
い
る
。

1
3
,8
7
8

7
,6
7
4

1
3
,1
3
2

4
,4
1
5

H
1
2

H
2
7

出
典
：
「
科
学
技
術
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
20
17
」
（
平
成
29
年
8月
、

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
）

T
o
p
1
0
%
補
正
論
文
数
に
お
け
る
国
内
論
文
数
・
2
国
間
共
著

論
文
数
及
び
多
国
間
共
著
論
文
数
の
推
移

：
国
内

：
2
国
間
共
著

：
多
国
間
共
著

英
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

日
本

別紙４
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